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違
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Ｉ
Ｕ
Ｕ
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の
規
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に
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す
る
質
問
主
意
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違
法
・
無
報
告
・
無
規
制
（
Ｉ
Ｕ
Ｕ
）
漁
業
の
規
制
に
関
す
る
質
問
主
意
書

現
在
、
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
に
お
い
て
、
各
国
間
の
協
議
が
行
わ
れ
て
い
る
違
法
・
無
報
告
・
無
規
制
（
Ｉ
Ｕ

Ｕ
）
漁
業
の
規
制
、
取
り
締
ま
り
に
関
す
る
政
府
の
方
針
等
に
つ
い
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。

一

「
Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁
業
を
な
く
す
た
め
の
国
際
行
動
計
画
」
（
Ｉ
Ｐ
Ｏ
Ａ
）
関
連

（
�
）

Ｉ
Ｐ
Ｏ
Ａ
二
十
五
条
に
う
た
わ
れ
て
い
る
「
国
の
行
動
計
画
」
に
相
当
す
る
部
分
に
つ
い
て
、
政
府
が
実
施
、
ま

た
は
想
定
し
て
い
る
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

同
六
十
一
条
に
お
い
て
各
国
が
確
立
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁
業
お
よ
び
関
連
活
動
に
関
す
る
寄
港
国
に

よ
る
取
り
締
ま
り
の
た
め
の
国
家
戦
略
お
よ
び
手
続
き
に
つ
い
て
、
わ
が
国
の
現
状
を
説
明
さ
れ
た
い
。

二

Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁
業
を
な
く
す
た
め
の
寄
港
国
協
定
草
案
関
連
等

（
�
）

現
在
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
の
下
で
協
議
さ
れ
て
い
る
寄
港
国
協
定
草
案
（
二
〇
〇
九
年
二
月
五
日
付
の
議
長
草
案
）
に
関
連

す
る
可
能
性
が
あ
る
日
本
の
法
令
名
な
ら
び
に
関
連
条
文
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

港
湾
利
用
が
原
則
的
に
自
由
と
さ
れ
て
い
る
根
拠
に
つ
い
て
、
日
本
の
法
令
名
な
ら
び
に
関
連
条
文
等
を
示
し
、

説
明
さ
れ
た
い
。

一



（
�
）

寄
港
国
協
定
が
実
効
性
を
有
す
る
た
め
に
重
要
と
思
わ
れ
る
諸
点
に
つ
い
て
、
政
府
の
考
え
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

（
�
）

例
え
ば
、
マ
グ
ロ
類
の
地
域
漁
業
管
理
機
関
に
お
い
て
Ｉ
Ｕ
Ｕ
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
船
舶
の
入
港
を
拒
否

す
る
こ
と
は
、
日
本
の
法
令
上
可
能
か
ど
う
か
、
漁
船
、
貨
物
船
、
補
給
船
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
考
え
方
を
示

さ
れ
た
い
。

（
�
）

上
記
（
�
）
に
お
い
て
不
可
能
と
さ
れ
る
場
合
、
関
連
す
る
法
令
名
と
条
文
を
示
し
、
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

（
�
）

入
港
時
ま
で
に
入
手
し
た
情
報
等
に
よ
り
、
当
該
船
舶
が
Ｉ
Ｕ
Ｕ
に
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
明
白
な
場
合
、
他
の

港
湾
に
陸
揚
げ
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
水
産
物
の
荷
揚
げ
、
積
み
替
え
、
梱
包
、
加
工
、
な
ら
び
に
当
該
船
舶
に
対
す

る
補
給
、
修
理
の
う
ち
、
日
本
の
法
令
上
で
拒
否
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
漁
船
、
貨
物
船
、
補
給
船
の
そ
れ
ぞ

れ
に
つ
い
て
、
法
令
名
と
関
連
条
文
を
示
し
、
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
�
）

寄
港
国
に
よ
る
検
査
の
結
果
、
当
該
船
舶
が
明
白
に
Ｉ
Ｕ
Ｕ
に
関
与
し
て
い
た
場
合
、
当
該
船
舶
に
対
す
る
港
湾

役
務
の
提
供
、
と
り
わ
け
物
資
・
燃
料
の
補
給
を
拒
否
す
る
こ
と
が
困
難
と
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
る
か
。
困
難
な
場

二



合
、
漁
船
、
貨
物
船
、
補
給
船
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
法
令
名
と
関
連
条
文
を
示
し
、
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。

（
�
）

上
記
（
�
）
（
�
）
に
お
い
て
補
給
を
拒
否
し
な
い
場
合
、
当
該
船
舶
が
再
び
公
海
に
戻
り
、
Ｉ
Ｕ
Ｕ
に
直
接
従

事
ま
た
は
Ｉ
Ｕ
Ｕ
の
支
援
を
継
続
す
る
可
能
性
が
排
除
で
き
な
い
と
考
え
る
が
、
補
給
を
正
当
化
す
る
理
由
が
あ
れ

ば
示
さ
れ
た
い
。

（
�
）

よ
り
多
く
の
途
上
国
が
寄
港
国
協
定
に
参
加
す
る
た
め
の
支
援
策
と
し
て
、
資
金
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
設
け
る
こ
と
に

つ
い
て
、
政
府
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
示
さ
れ
た
い
。

（
��
）

Ｉ
Ｕ
Ｕ
と
特
定
さ
れ
た
船
舶
に
対
し
て
適
切
な
対
応
を
取
る
た
め
、
重
要
な
情
報
を
全
て
の
寄
港
国
が
確
実
に
入

手
で
き
る
よ
う
、
例
え
ば
、
寄
港
国
協
定
草
案
の
ア
ネ
ッ
ク
ス
（
付
属
文
書
）
Ａ
お
よ
び
Ｃ
に
関
す
る
情
報
を
Ｆ
Ａ

Ｏ
に
送
り
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
に
よ
る
集
約
の
後
に
、
全
て
の
寄
港
国
協
定
加
盟
国
が
情
報
共
有
す
る
手
法
に
つ
い
て
、
政
府

の
考
え
方
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


